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神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：平成 30 年４月 10 日  

学校名：県立小田原城北工業高等学校定時制  

平成２９年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 27 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 19 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課

程 

学習指

導 

①基礎学力の定

着、専門教育

の充実、共通

教科と専門教

科のバランス

に配慮した教

育課程編成や

組織的な授業

改善に取り組

む。 

②学校行事や生

徒会活動等を

充実させ、生

徒の主体的行

動の促進を図

る。 

①生徒が主体的に

取り組むことが

できる授業を通

して生徒の学習

意欲を向上させ

る。 

 

 

 

 

②学校行事や生徒

会行事の活性化

を図る。 

 

①生徒が主体的に授業に取

り組めるよう、複数の教

員での対応や学習サポー

ト員等を利用した組織的

な授業改善を図る。ま

た、アクティブラーニン

グの視点に立った授業改

善のための研修を実施す

る。 

 

②学校行事や生徒会行事の

活性化のため、事前・事

後指導を充実させるとと

もに、学年を超えた行事

への参加形態について検

討を図る。 

①生徒による授業

評 価 に お け る

「授業中生徒同

士で話し合う機

会などがある」

の 項 目 に お い

て、「かなり当

て は ま る 」 と

「ほぼ当てはま

る 」 合 せ て 、

75％以上となっ

たか。 

②学校行事や生徒  

 会行事の参加率

が 75％以上とな

ったか。 

①７月に実施した１

回目の授業評価で

は、78.9％であっ

た。また、12 月に

実施した２回目で

は、76.9％であっ

た。 

 

 

②マラソン大会、体

育祭、文化祭の平

均出席率は、77%で

あった。 

①来年度も、引き

続き組織的な授

業改善の研究・

実践を行い、授

業 評 価 に お い

て、今年度の目

標値を超えるよ

う努める。 

 

②休日に行われる

行事の参加率が

やや低い傾向に

ある。早期に連

絡をするなど、

出席率の向上に

努める。 

① 引き続き生徒が主

体的に授業に取り

組むことができる

よう努力をしてほ

しい。 

 

 

 

① 学習への理解度にば

らつきのある生徒が

多い中、学習サポー

ト員等を配置するな

ど複数の教員で対応

し、きめ細かな指導

ができた。 

① 生徒が主体的に授業

に取り組むような授

業改善の取組が必要

である 

② 休日に行われる行事

について、生徒の参

加率向上に課題を残

した。 

① 引き続き複数の教

員での対応等、

個々の生徒の理解

度に対応した学習

指導に努める。 

① 生徒が主体的に授

業に取り組むよ

う、授業改善研修

を充実させる。 

② 休日に行う行事に

ついて、事前指導

を充実させる。 

③ 文化祭等の行事に

おける学年を超え

た参加形態を考え

る。 

２ 

生徒指

導・支

援 

①基本的生活習

慣の確立に向

けたきめ細か

な生活指導に

取り組むとと

もに、個に応

じた支援のた

めの組織的な

教育相談体制

を確立する。 

②部活動の活性

化を通して、

生 徒 の 達 成

感・連帯感・

責任感を涵養

する。 

①生徒の情報を職

員全 体で共 有

し、それに基づ

き、個にあった

支援を組織的に

行う。 

 

 

 

 

②部活動の継続的

な活動を推進する

とともに、計画を

立てて活動を行

う。 

 

①職員間で生徒の情報の

共有を進めるととも

に、スクールソーシャ

ルワーカーやスクール

メンター、あるいは外

部の機関と連携しなが

らそれぞれの生徒に応

じた支援・指導を進め

る。 

 

②学期ごとに部活動の計画

を立て、実施する。ま

た、活動状況を記録し、

その後の計画に役立て、

部活動の活性化を図る。 

①生徒情報を共有す

る機会を持つこと

ができたか。ま

た、外部機関等と

連携することがで

きたか。 

 

 

 

 

②年間を通じて活動

状況の把握ができ

たか。学期ごとに

計画を立てること

ができたか。 

①生徒情報を共有する

機会を４月と、10

月に実施した。ま

た、スクールカウン

セラー、スクールソ

ーシャルワーカー、

スクールメンターと

連携し、生徒に応じ

た支援・指導を行う

ことができた。 

②部活動の活動状況調

査を毎日実施した。

また、毎学期、部活

動集会を実施し、学

期ごとの計画を立て

ることができた。 

①来年度も、生徒情

報の共有化に努

め、外部の機関等

との連携を行うな

ど、個にあった支

援を組織的に進め

ていく。 

 

 

 

②部活動を計画的に

継続していくため

に、引き続き部活

動状況調査や部活

動集会を実施す

る。 

① 車両通学をしてい

る一部の生徒の騒

音について、指導

をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

① 生徒の情報を職員全

体で共有する体制が

できている。しか

し、外部機関等との

連携については、組

織的な対応が必要で

ある。 

① 車両通学について、

交通安全指導を含め

た指導をする必要が

ある。 

② 活発に活動している

部に対する支援が必

要である。 

① 引き続き職員間で

生徒情報の共有に

努めるとともに、

スクールソーシャ

ルワーカーや外部

機関との連携につ

いては、組織的な

対応を行う。 

① 車両通学の生徒に

対する指導を検討

するとともに、交

通安全指導を充実

させる。 

② 活発に活動してい

る部の発表の機会

を充実させる。 

３ 

進路指

導・支

援 

①生徒一人ひとり

の進路実現に向

けた指導・支援

の充実を図る。 

②これからの時代

を生きて行く上

で必要な資質・

能力を育成する

ためのキャリア

教育を推進す

る。 

①生徒個々の進路

希望を把握し、

進路実現のため

に早い段階より

計画的に指導を

行う。 

②キャリア教育を

推進するための

プログラムを精

選し実施する。 

①面談等を通して、生徒

個々の進路希望を把握

し、意識付けをするとと

もに必要な指導を行う。 

 

 

②キャリア教育を推進する

ため、講演会等のプログ

ラムを実施する。 

 

①生徒個々の進路希

望を把握し、指導

を行うことができ

たか。 

 

 

②キャリア教育を推

進するための企画

を実施できたか。 

 

①生徒個々の進路希望

を把握し、指導を行

った結果、就職を希

望した生徒全員が内

定をもらった。 

②７月に、本校卒業生

を招いて、キャリア

講演会を実施した。

また、租税教室、年

金セミナーも実施し

た。 

①進路実現に向け

て、早い段階から

の希望調査等を行

い、実現に向けた

指導を行う。 

 

②引き続きキャリア

教育の推進のため

の行事等を精選し

て行っていく。 

① 社会人としての必

要な心構えや知識

を身に着けさせる

ため、キャリア教

育の充実に努めて

ほしい。 

① 多くの生徒が最終的

に進路を決定してい

るが、卒業直前に進

路が決まる生徒もい

たので、できるだけ

早い段階での意識付

けが必要である。 

② キャリア講演会は、

生徒の進路意識向上

に役立っている。 

 

① 進路指導について

は、担任だけでな

く学年やグループ

等による組織的な

対応に努める。 

 

 

② 生徒に社会人とし

ての意識付けを行

うため、講演会等

を充実させる。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 27 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 19 日実施） 成果と課題 改善方策等 

４ 

地域等

との協

働 

①地域産業・地

域社会との連

携・協働によ

る教育活動の

充実に取り組

む。 

②地域や中学生

に工業高校や

定 時 制 の 魅

力・特色を発

信するため広

報活動の充実

を図る。 

①地域産業・地域

社会との連携・

協働を教育活動

に取り組む。 

 

②定時制の特色や

最新情報を発信

するための環境

整備を行い、広

報活動を充実さ

せる。 

①文化祭に地域住民を招く

など、地域との連携・協

働した行事を実施する。 

 

 

②今年度入学生の出身中学

校に訪問し、近況を伝え

るとともに、定時制工業

高校を広報する。また、

動画の導入等、ホームペ

ージの充実を図る。 

①地域と連携・協働

した行事を実施し

たか。 

 

 

②各種広報活動を実

施したか。 

②ホームページを定

期的に更新した

か。また、その内

容を充実したか。 

①地域貢献活動として

学校近隣の清掃活動

を実施した。桜井小

学校で行われた桜井

キッズ・フェスタに

生徒が参加した。体

育祭、文化祭、防災

教室等地域住民を招

き、連携を図った。 

 

②町内回覧文書を作成

し、定時制の広報活

動に努めた。 

 

③定時制のホームペー

ジを作成した。 

①今年度の取組が生

徒の自己肯定感を

高めることにつな

がったので、来年

度も引き続き積極

的に地域等との協

働に取り組む。 

②学校説明会、中学

校訪問、個別相談

会、授業見学会等

の広報活動を総括

し、来年度は、更

なる充実に取り組

む。 

③定時制ホームペー

ジの充実に向けた

取組を行う。 

① 桜井キッズ・フェ

スタ等で定時制の

生徒の活動が地域

に見えるようにな

ってきた。 

 

 

① 桜井キッズ・フェス

タの取組は、生徒の

自己肯定感の充実の

ためにも成果があっ

た。 

 

 

② 定時制の生徒の活動

を地域住民にも知っ

てもらうためには、

広報活動の充実が重

要である。特に定時

制ホームページの更

なる充実が必要であ

る。 

① 生徒の自己肯定感

を育むとともに、

地域住民に定時制

生徒の活動を知っ

てもらうため、地

域住民と生徒が交

流する機会を充実

させる。 

② 定時制の活動を紹

介する学校ホーム

ページの定期的な

更新を行うなど広

報活動を充実させ

る。 

５ 

学校管

理 

学校運

営 

①生徒が安心し

て学校生活を

送れるよう学

習 環 境 の 整

備、防災体制

の整備に取り

組む。 

 

②研修による意

識啓発、業務

の 共 有 ・ 協

働・効率化を

進め不祥事を

未然に防止す

る。 

 

①定期的な調査・

点検による学習

環境の整備や防

災体制の改善を

図る。 

 

 

 

②個々の職員の企

画を活かし、日

常の業務の効率

化に努める。 

 

①調査、点検により、不具

合箇所を早期発見し、改

善をする。また、夜間防

災訓練の実施や保護者か

らの意見聴取等を行い、

生徒を安全に避難させる

体制を整える。 

 

②アンケートを行うなど、

個々の職員から意見を聞

き、日常の業務の効率化

を図る。また、事故不祥

事防止研修を毎月実施

し、職員の意識を高め

る。 

 

①環境調査、設備点

検を実施し、改善

を行えたか。ま

た、防災体制の整

備が図れたか。 

 

 

 

②業務の見直しの活

動を行い、実現す

ることができた

か。 

 

①環境調査を実施し、

指摘された内容につ

いて改善を行った。

また、避難訓練に保

護者や地域住民の方

にも参加いただき、

防災体制について、

意見を伺った。 

 

②業務の見直し活動を

行い、組織改編を具

現化することができ

た。 

 

①引き続き環境調査

を行い、学習環境

の整備に努める。

防災訓練や防災講

演会を検討し、防

災体制の整備を進

めるとともに意識

の向上に努める。 

 

②来年度、新組織で

業務を遂行し、引

き続き業務の見直

しを行いながら、

更なる業務改善に

取り組む。 

① 夜間防災訓練や防

災講話に地域住民

を招いたのは大変

評価できる。 

① 夜間防災訓練に地域

住民を招いたことは

評価できる。引き続

き夜間の防災体制を

充実させる必要があ

る。 

 

 

② 業務の見直しを行

い、組織改編を実施

したことは評価でき

るが、新組織が順調

に業務を遂行できる

か検証していく必要

がある。 

 

① 夜間の防災体制に

ついて、保護者だ

けでなく、地域住

民からも意見を聞

く場を設け、防災

体制の充実を図

る。 

 

② 組織改編の結果の

検証に努めるとと

もに業務の見直し

をさらに行う。 

③ 個々の職員が持っ

ている課題意識の

共有化を図る。 

  


